


１ 地域の概要
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本地域は、北海道北西部（道北地域）の日本海に面した、
初山別村の北部に位置し、気候は冷涼であり、季節風の影響
で夏は南東、冬は北西の風が強い。風連別川沿いに農地があ
り、地域の94％が林野で占められた典型的な中山間地域であ
る。

農業の特色として、水稲のほぼ全面積でもち米を作付けし
ており、小麦や大豆、カボチャ等を取り入れた複合経営を進
めている水田地帯である。

地域内の用水路は整備後35年以上が経過し、老朽化等によ
る破損から用水供給に支障をきたしており、維持管理に苦慮
している。また、土壌は粘質土であり、透排水性が不良な地
域で、一部のほ場は狭小のため作業効率が低く、農家経営の
安定化や営農効率向上を図るため、基盤整備事業の計画策定
が望まれている。
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本地区は初山別村北部の明里地区内に位置し、第１から第
４頭首工の水掛かりとした受益面積97.0haを整備区域として
設定している。

２ 地区設定



【動物】
エゾヒグマ、エゾタヌキ、キタキツネ、エゾユキウサギ、

エゾシマリス、エゾリス等
【鳥類】

アカゲラ、コゲラ、ウグイス、トビ、ウミネコ、
キジバト、ハクセキレイ、ヒヨドリ等

【魚類】
ハナカジカ、カワヤツメ、ウキゴリ、ウグイ類、
ドジョウ類、サケ、サクラマス等

【植物】
トドマツ、カラマツ、ミズナラ、ヤチダモ、ワラビ、
フキ、エゾエンゴサク、エゾスカシユリ、
エゾオオサクラソウ等

（初山別村田園環境整備マスタープランより）

オオワシ

３ 地域の動植物
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希少動植物等の保護の観点から非公表



（１）事業の目的
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４ 事業概要

初山別村農業振興地域整備計画に基づき、水稲を主
体に小麦や大豆を取り入れた土地利用型農業を展開し
つつ、本事業により農業の生産性向上及び農作業の効
率化を図る。

また、生産性向上により生じる余剰労働力によりカ
ボチャ等の高収益作物の生産拡大を推進することで、
地域農業の将来を見据えた効率的で収益性の高い農業
生産基盤を構築する。
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初山別村の農業は、稲作、畑作、酪農の３類型で構
成されているが、農業従事者の高齢化や後継者不足に
よる担い手の減少など、地域農業をめぐる環境は深刻
な状況にある。

水稲は、コメの品薄や価格高騰が続いていることか
ら、需給の変動に柔軟に対応できる「米づくり」を一
層推進するとともに、転作作物の生産性向上や地域特
産物の創出、新規作物の導入促進など、効率的で多様
な水田農業の展開が求められている。

本地区は昭和50年代に、ほ場整備や用排水施設等の
整備が行われて以降、維持補修以外の改修工事を行っ
ておらず、施設の老朽化が著しく通水に支障を来して
いる。また、排水不良地も多く、汎用耕地として立ち
遅れているため、農地流動化の阻害要因となっており、
基盤整備事業の実施が必要である。

（２）必要性
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（３）事業実施箇所



受益面積 ：97.0ｈａ

受益戸数 ： 17戸

事業費 ：８億３千万円（※）

主要工事

農業用用排水施設整備事業

用水路工 5,175 ｍ

ほ場整備事業

整地工 7.9 ha

暗渠排水工 7.9 ha

（※）事業費は試算中であり、変動の可能性あり
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（４）事業内容



8（用水路の側壁の傾倒）

（５）主要工事計画

農業用用排水施設整備事業
・用水路工

・用水供給に支障を来しているため、老朽化した用水路の
整備を行います。

（切梁による補修）（用水路の側壁の傾倒）



ほ場整備事業
・区画整理（整地工）

・区画の拡大により、大型機械が効率よく作業が可能なほ
場に整備を行います。

３枚の田を１枚に
２枚の田を１枚に

（５）主要工事計画
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（５）主要工事計画

ほ場整備事業
・区画整理（整地工）
標準工法
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施工済未施工
（５）主要工事計画

ほ場整備事業
・区画整理（暗渠排水）

・地表残留水の排除や地下水位の低下を図り、適期作業
を可能とするため、暗渠排水の整備を行います。

（標準図、断面図の数値は参考値） 11
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初山別村田園環境整備マスタープランによると、本
地区の一部は「環境創造区域」「環境配慮区域」(※)

となっている。
(※)「環境創造区域」とは、自然と共生する環境を創造する区域、
「環境配慮区域」とは、工事の施工にあたり、環境に与える影響の緩
和を図るなど環境に配慮する区域

５ 環境に配慮した取り組み

○施工時の対策(案)

環境への影響を最小限に抑えるため、鳥類の生息す
る林地に隣接するような工事箇所では、営巣時期の騒
音や振動等に留意する。

風連別川、小沢川は各種魚類が生息していることか
ら、工事箇所からの土砂流出防止対策を講じるととも
に、雨天時には土木作業を休止する。
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令和７年８月６日(水)に地区内において現地調査を
行ったところ、水生生物についてはドジョウ類が確認
できた。

６ 動植物の現地調査


